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研究成果の概要 

本課題は，風環境評価における乱流場の評価方法を新規に提案し，風速の確率密度分布をモデル化する

とともに数値的に予測する手法を開発するものである．建物群の幾何形状や流れ場の乱流統計量に基

づいた静的モデリング，瞬時時系列データにより随時統計量を更新しながら確率密度を推定する動的

確率密度予測，さらに，確率密度を数値的に予測するための理論モデリングの三つの目標に取り組んで

いる．2022年度は，昨年度適用した Gram–Charlier級数を基礎とする修正ガウス分布に加えて，Weibull

分布による風速の確率密度関数推定とそれに基づき強風を予測する推定モデルの開発を行った．確率

密度関数および強風モデルの適用先を昨年度に比べて大幅に拡大し，単体角柱周辺流れ，建物群内流

れ，実在街区の一例，さらには屋外観測風速データに対して，モデルの実用性を示すことができた．ま

た，風洞実験による建物群内風速データベースの拡充のため，昨年度風速データを取得した建物配列条

件における風洞実験のバックグラウンド条件として，平均風速，乱れ，圧力勾配のなどの基礎データを

取得・整理した．さらに，実験データを反映させた数値流体解析による風速データベースの構築を進め

た．これらの実験および数値流体解析で得られた風速データに統計解析を適用することで，確率密度分

布から決定される強風と統計量の関係を理論的と実験値との対応を調査した．これらの成果は，5報の

国際ジャーナル，1報の英文国内誌，2報の邦文誌に論文として発表した．加えて，国内会議 2報とし

て口頭発表を行うとともに，5報の国際会議と 8報の国内会議での口頭発表を予定し成果を投稿済みで

ある． 
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